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ク
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の
主
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　い
わ
き
ハ
タ
チ
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

主
に
20
歳
を
迎
え
る
若
い
皆
さ
ん
に
、
自

分
た
ち
で
作
っ
た
日
本
酒
で
ハ
タ
チ
の
乾

杯
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、

市
内
の
酒
販
店
が
中
心
と
な
り
、

2
0
1
8
年
の
第
１
期
か
ら
昨
年
の
第
７

期
ま
で
、
総
勢
71
名
の
方
が
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
５
月
の
田
植

え
に
始
ま
り
、
稲
刈
り
、
麹
づ
く
り
、
仕

込
み
、
上
槽
な
ど
、
原
料
と
な
る
米
作
り

か
ら
酒
造
り
ま
で
の
一
貫
し
た
体
験
を
1

年
か
け
て
行
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
一
連
の
体
験
に
よ
っ
て
、
も

の
づ
く
り
の
魅
力
や
そ
の
奥
深
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
酒
造
り
に
携
わ
る
「
人
」

と
の
出
会
い
を
通
し
、
ふ
る
さ
と
い
わ
き

へ
の
「
思
い
」
を
見
つ
め
直
す
、
貴
重
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　本
年
３
月
に
完
成
し
た
７
期
生
７
名
た

ち
に
よ
る
「
ハ
タ
チ
酒
」
。
進
学
や
就
職

等
を
機
に
い
わ
き
を
離
れ
た
若
い
世
代
の

方
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
ふ
る

さ
と
い
わ
き
を
ど
う
感
じ
た
か
、
そ
こ
に

携
わ
る
方
た
ち
の
思
い
な
ど
、
酒
造
り
と

郷
土
愛
を
テ
ー
マ
に
、
新
た
な
本
市
の
魅

力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

特集1

ハ
タ
チ
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―

二
十
歳
に
乾
杯―

い
わ
き
の
恵
み
と
「
ハ
タ
チ
酒
」

　本
市
の
農
産
物
は
、
光
・
水
・
土
の
豊
か

な
恵
み
を
受
け
て
育
ち
ま
す
。

　年
間
2
0
0
0
時
間
以
上
と
全
国
で
も
有

数
の
日
照
時
間
、夏
井
川
水
系
や
鮫
川
水
系

な
ど
、山
に
蓄
え
ら
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
を
運
ん
で

く
れ
る
豊
富
な
水
源
、粘
土
質
が
強
く
、保
水

力
に
優
れ
、養
分
を
蓄
え
る
力
が
高
い
土
壌
。

　ハ
タ
チ
酒
に
は
、
こ
う
し
た
自
然
の
恵
み

を
受
け
て
育
て
ら
れ
た
酒
米
「
夢
の
香
」
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　夢
の
香
は
、
福
島
県
で
開
発
さ
れ
た
酒
米

で
、
透
明
感
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
味
わ

い
と
香
り
の
高
さ
が
特
徴
で
す
が
、
市
内
で

こ
の
酒
米
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
は
、
わ
ず

か
に
1
軒
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
酒
米
で
ハ
タ
チ
酒
を
醸
造
す
る
の
が
、

太
平
桜
酒
造
（
常
磐
）
で
す
。
享
保
10

（
1
7
2
5
）
年
か
ら
3
0
0
年
続
く
酒
蔵

で
、
地
産
地
消
を
理
念
と
し
、
地
域
に
密
着

し
た
酒
造
り
を
し
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の

中
で
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
と
技
術
を
も
と

に
作
ら
れ
る
日
本
酒
は
、
９
割
以
上
が
市
内

で
消
費
さ
れ
て
お
り
、
長
年
に
渡
り
、
地
域

で
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　日
本
酒
づ
く
り
は
、
単
な
る
酒
の
製
造
を

超
え
、
文
化
的
で
歴
史
的
な
多
く
の
要
素
を

含
ん
だ
活
動
で
す
。
一
滴
一
滴
に
込
め
ら
れ

た
職
人
の
思
い
や
地
域
の
特
色
、
そ
し
て
飲

む
人
々
の
楽
し
み
が
共
鳴
し
合
う
こ
と
で
、

そ
の
魅
力
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　い
わ
き
の
豊
か
な
恵
み
と
た
く
さ
ん
の

人
々
の
思
い
が
郷
土
愛
と
し
て
強
く
結
び
付

い
た
「
ハ
タ
チ
酒
」
。
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ゆ
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お
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それぞれのいわきハタチ酒プロジェクトふるさとの誇りを胸に

酒米農家プロジェクト７期生

伊藤 向日葵さん

ふるさとを
伝える仕事を

　高校生のときに、部活動でハタチ酒を取材しまし
た。参加者のために奮闘する皆さんの姿を見て、私
も20歳になったら参加しようと思っていました。
　実際に参加してみると、酒米と一般米を食べ比べ
させてもらったり、蒸した酒米の独特の触り心地を
感じたりと、他ではできない貴重な体験をさせても
らいました。いわきで長年ものづくりに取り組んで
きた皆さんから刺激をもらい、いわきをさらに好き
になりました。
　将来は、ふるさといわきに帰ってきたいという思
いが芽生え、この体験を生かし、いわきの良さを伝
えていけるような仕事をしたいです。

　私は2021年から協力しており、今は私の水田で酒
米「夢の香」を育てています。以前に栽培地として
協力していた方が続けられなくなってしまいました
が、人と人とのつながりが大事と思い、酒米の栽培
を引き継ぎました。
　令和５年の集中豪雨の際には大きな打撃を受けま
したが、だからこそ農産物ができると非常にやりが
いを感じます。参加する皆さんには、そのものづく
りの良さを感じてもらいたいです。
　参加者の皆さんから若さをもらっているようで新
鮮な気持ちになれ、私にとっても良い経験です。

太平桜酒造代表

　発起人である永山さんの思いに共感して、第１回
目から蔵元として参画しています。当初は教えなが
らできるのか不安もあり、どの工程を体験してもら
うか試行錯誤しながら進めてきました。できるだけ
多くの体験をしてもらいたいと思い、工程を増やす
など参加しやすい工夫をしてきました。
　酒造りは、酒米農家の方に感謝して１本１本が勝
負だと思っています。この取り組みをきっかけに、
農家の方との連携も深まりました。
　若い皆さんが酒造りに興味を持ってくれるのは嬉
しく、これからも続けていきたいです。

　日本酒文化を伝えたい、若い皆さんと地域に根差
した活動をしたいと思い、2015年に動き始めました。
「やるからには長くやりたい」と覚悟を持ち、この
プロジェクトに共感してくれる酒販店や酒蔵、米農
家を探しました。販売店探しでは、完成していない
日本酒の魅力を伝えることが難しかったですが、半
年ほどで１期生を迎えることができました。
　以前の参加者がボランティアに来てくれるなどコ
ミュニティが育まれているのを感じます。若い方に
参加していただき、この体験によって人生が少しで
も豊かになることを期待しています。

ものづくりの
良さを

滝 正嗣さん

この１本に
思いを込めて

大平 正志さん

発起人・澤木屋代表

体験で

永山 満久さん

人生を豊かに

若
者
と
の
対
話内

田   

広
之

いとう

い
わ
き
市
長

いとう ひまり たき まさつぐ おおひら まさし ながやま みつひさ
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　いわ
き
ハ
タ
チ
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

若
者
の
郷
土
愛
を
育
み
、
将
来
い
わ
き
で

活
躍
す
る
若
者
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に

な
る
取
り
組
み
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　市内
の
中
・
高
校
生
と
話
す
と
、
い
わ

き
市
の
未
来
へ
の
希
望
を
熱
く
語
っ
て
く

れ
る
生
徒
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
若

者
を
交
え
た
会
議
で
「
我
々
も
政
策
づ
く

り
へ
参
画
さ
せ
て
！
」
と
直
訴
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　これ
ま
で
も
、
い
わ
き
青
年
会
議
所
な

ど
の
企
画
で
、
私
も
若
者
と
の
意
見
交
換

の
場
を
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
、
新
鮮
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　来年
は
、
市
政
60
周
年
。
こ
の
節
目
に
、

市
政
１
０
０
周
年
ま
で
を
見
据
え
た
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
を
、
若
者
の
意
見
も
重
く
受
け

止
め
て
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　そし
て
、
高
齢
者
や
働
き
盛
り
、
子
育

て
世
代
の
考
え
も
そ
れ
ぞ
れ
、
若
者
に
受

け
止
め
て
も
ら
い
つ
つ
熟
慮
し
て
も
ら
い
、

い
わ
き
の
可
能
性
を
引
き
出
し
た
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
い
わ
き
を
思
う

　
ハ
タ
チ
酒
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

た
人
た
ち
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　自分
た
ち
で
植
え
た
苗
が
米
に
な
り
、

そ
し
て
香
り
豊
か
な
日
本
酒
へ
と
成
長
す

る
の
と
と
も
に
、
今
回
参
加
し
た
７
期
生

７
名
の
郷
土
愛
も
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　１本
の
日
本
酒
造
り
を
通
し
て
育
ま
れ

た
「
ふ
る
さ
と
い
わ
き
」
へ
の
誇
り
は
、

着
実
に
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い

き
ま
す
。

　まも
な
く
、
第
８
期
生
た
ち
の
新
た
な

「
ハ
タ
チ
酒
」
造
り
が
始
ま
り
ま
す
。
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など参加しやすい工夫をしてきました。
　酒造りは、酒米農家の方に感謝して１本１本が勝
負だと思っています。この取り組みをきっかけに、
農家の方との連携も深まりました。
　若い皆さんが酒造りに興味を持ってくれるのは嬉
しく、これからも続けていきたいです。

　日本酒文化を伝えたい、若い皆さんと地域に根差
した活動をしたいと思い、2015年に動き始めました。
「やるからには長くやりたい」と覚悟を持ち、この
プロジェクトに共感してくれる酒販店や酒蔵、米農
家を探しました。販売店探しでは、完成していない
日本酒の魅力を伝えることが難しかったですが、半
年ほどで１期生を迎えることができました。
　以前の参加者がボランティアに来てくれるなどコ
ミュニティが育まれているのを感じます。若い方に
参加していただき、この体験によって人生が少しで
も豊かになることを期待しています。

ものづくりの
良さを

滝 正嗣さん

この１本に
思いを込めて

大平 正志さん

発起人・澤木屋代表

体験で

永山 満久さん

人生を豊かに

若
者
と
の
対
話内

田   

広
之

いとう

い
わ
き
市
長

いとう ひまり たき まさつぐ おおひら まさし ながやま みつひさ

広報いわき　2025. 5　45　広報いわき　2025. 5

　いわ
き
ハ
タ
チ
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
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取
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。

　市内
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中
・
高
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話
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、
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わ

き
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熱
く
語
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れ
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徒
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と
に
驚
き
ま
す
。
若
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た
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づ
く

り
へ
参
画
さ
せ
て
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」
と
直
訴
さ
れ
る
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と
も
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り
ま
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。
と
て
も
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。

　これ
ま
で
も
、
い
わ
き
青
年
会
議
所
な

ど
の
企
画
で
、
私
も
若
者
と
の
意
見
交
換

の
場
を
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
、
新
鮮
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　来年
は
、
市
政
60
周
年
。
こ
の
節
目
に
、

市
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０
０
周
年
ま
で
を
見
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え
た
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策

ビ
ジ
ョ
ン
を
、
若
者
の
意
見
も
重
く
受
け

止
め
て
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　そし
て
、
高
齢
者
や
働
き
盛
り
、
子
育

て
世
代
の
考
え
も
そ
れ
ぞ
れ
、
若
者
に
受

け
止
め
て
も
ら
い
つ
つ
熟
慮
し
て
も
ら
い
、

い
わ
き
の
可
能
性
を
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き
出
し
た
い
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。
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ハ
タ
チ
酒
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

た
人
た
ち
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
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た
ち
で
植
え
た
苗
が
米
に
な
り
、

そ
し
て
香
り
豊
か
な
日
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酒
へ
と
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す

る
の
と
と
も
に
、
今
回
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加
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た
７
期
生

７
名
の
郷
土
愛
も
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
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　１本
の
日
本
酒
造
り
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通
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て
育
ま
れ

た
「
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」
へ
の
誇
り
は
、

着
実
に
次
の
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代
へ
と
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き
継
が
れ
て
い

き
ま
す
。

　まも
な
く
、
第
８
期
生
た
ち
の
新
た
な

「
ハ
タ
チ
酒
」
造
り
が
始
ま
り
ま
す
。


